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借金ゲームと信用ゲーム

「借金」が気になっている。私に莫大な借金があると

いうわけではない。正確にいえば、借金という言葉の

持つイメージについて考えているのだ。そのきっかけと

なったのは『ナニワ金融道』 というプレステのゲ

ームだった。あの大ヒットマンガのボードゲーム化で、プ

レイヤーはゲームの最初から1億円の借金を抱えてお

り、妙なアルバイトをしたり、悪徳金融業者の恐怖に耐

えたりしながら、借金生活のつらさと返済完了時の喜

びを体験するというものだ。

ここで展開されている話は、金額もストーリーもマン

ガ的だが、借金そのものの一般的なイメージは案外こ

んなものなのかもしれない。つまり不倫、マルチ商法、

商品相場、地上げなど、危険な情況と常にセットで語ら

れ、まるで麻薬のように一度手を出したら二度と一般社

会には戻れないようなものとしてである。しかし、考え

てみれば「借金」という表現をしないだけで、我々の多

くは、金融機関に何百万、何千万というおカネを前借り

し、少しずつ返済しながら普通に生活をしているはず

だ。それは、「住宅ローン」や「教育ローン」と呼ばれて

いる。

同じ意味を持っていて、別な単語が用意されている

ときは、大体誰かの都合が悪いときだ。たとえば「税金

を投入」という代わりに「公的資金」と言ってみたり。

そもそも「金融」という言葉自体、ナニワ金融道的、街の

サラ金的なイメージがあるせいか、最近では「ファイナ

ンス」と言い換えられることが多い（誤解を避けるため

に書いておくが、私は『ナニワ～』や『カバチタレ』のファ

ンである）。
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ローンもファイナンスも負債も、多少の誤解はあっても

一番わかりやすい所に合わせて「借金」とひと括りに言

ってしまった方がよいのではないだろうか。この説に同

意する方には、『ゴミ投資家のための人生設計入門　借

金篇』（メディアワークス）という本を薦めておきたい。住

宅ローンから自己破産まで、資金調達からその運用ま

で、個人レベルでおカネを借りることに関する目からウ

ロコの知識が詰まっている。

借金は、個人レベルから法人、国へと規模が大きく

なるとまた別の呼称が登場する。それは、「債券」だ。

国債も社債も借金の証書のようなものだが、借金という

ニュアンスがあまり感じられないように思うのは私だけ

だろうか。また、日本では「債券」と「債権」というまった

く別の概念がたまたま同じ発音のため、ある種の混同

の元になっているのではないか。これは冗談のように聞

こえるかもしれないが、私が講師をしている大学で簡

単な調査をしたところ、その違いが明確にわかる学生

は10人に1人もいなかった。「不良債権の処理」と「国

債発行高30兆円以下」という小泉内閣のスローガンは、

普通の学生には通じていないのだ。

結局のところ、最大の問題は用語のイメージではな

く、借金（ファイナンス）について日本では基礎の基礎す

ら学ぶ機会が無いことだ。それをほんの少しでも解消

するために、おカネをテーマにしたアートの展覧会を企

画してみた。タイトルは「信用ゲーム」展。その意味が知

りたい方はウェブサイトにどうぞ 。Jump02
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